
                          事   務  連  絡 

 平成２８年７月１日 

 

各市町村教育委員会教育長   
各 県 立 学 校 長   様 
各 教 育 事 務 所 長 

 
 

埼玉県教育委員会教育長  
 
 

「がん教育教材」の指導案の送付について 

 
標記の件について、別添写しのとおり平成２８年６月２８日付けで、文部科学省

初等中等教育局健康教育・食育課から事務連絡がありました。 
つきましては、各学校においてこれらの資料を御活用いただき、学校におけるが

ん教育を推進いただきますよう、御指導をお願いいたします。 

各市町村教育委員会におかれましては、貴管下の学校へ周知くださるよう併せて

お願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当： 県立学校部保健体育課  
健康教育・学校安全担当 武田 直美 

電話： ０４８－８３０－６９６３ 
FAX： ０４８－８３０－４９７１ 
Eﾒｰﾙ：takeda.naomi@pref.saitama.lg.jp 
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題材名 小学校版（道徳） 
 
１．主題名  自分の生命を輝かす  内容項目 ３－（１）生命尊重 
２．目標 
生命がかけがえのないものであることを知り、今ある命を大切にして精一杯生きようとする心情を

育てる。 
３．がん教育の視点 
がんと向き合い、がんと共に生きる社会であることを理解し、自分も社会の一員として共に社会を

築いていこうとする態度を養う。 
 
４．指導方針 

本題材は，健康と命の大切さについて主体的に考えることができることをねらいとした内容であ

る。１～７では、がんについて正しく理解することができることを目標としている。８と９では、

１～７でがんについて正しく理解したことを通して、自他の健康と命の大切さに気付き、自己の在

り方や生き方を考え、共に生きる社会づくりを目指す態度を育成する。それらを受けて、小学校版

では、生命の尊さに注目して授業を行う。 
特にここでは、がん患者の生活の質の向上について考える。１８ページの「いのちあるかぎり、

あなたに伝えたい」という資料を読み、３度のがんになっても懸命に生きて、その命を講演活動と

いう形で伝えていこうとする A さんについて考える。それらを通して、命はかけがえのないもので

あることについて考えていく。 
 
５．展開例 
時

間 
主な学習内容・学習活動 指導上の留意点(教材の明記) 

 
導

入 
５ 
分 

１．児童ががんについてどのような認識なの

か問う。 
○「がん」とはどんな病気でしょう。 
 
・つらい病気 
・こわい病気 
・最近よく聞く病気 
・治ることもある病気 
・治らない病気 
 

○今まで学んだことを通して、自分が考えたもの

はすべて間違っていないという立場で聞く。 
○「参考資料 小学生版」を読む。 
○日本人の２人に１人はがんになり、３人に１人

ががんで亡くなっていることを知らせること

によって、これからの学習課題に興味をもつ。 
○事前にがんについてのアンケートをとるなど

して、児童のがんへの知識を調べておく。なお、

家族にがん患者のいる児童や最近身近な人を

亡くした児童がいる場合，様子を観察するな

ど，十分配慮したい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展

開 
40 
分 

 
 
 
２．資料「いのちあるかぎりあなたに伝えた

い」を読む。 
①B くんが「白血病」と言われたとき、A さ

んはどんな気持ちだったのだろう。 
・つらい。 
・なぜうちの子なんだ。 
・かわってあげたい。 
 
②A さん自身ががんになったとき、A さんは

どう思ったのだろう。 
・子供が大人になるまでは死ねない。 
・なんとしても生きるんだ。 
・私は死んでしまうのだろうか。 
 
③講演活動を続けている A さんをささえたも

のはどのようなものだろう。 
・自分の体験を伝えたい。 
・がん対する正しい理解をしてほしい。 
・命の大切さを感じてほしい。 

 
 
 
○資料中の A さんの気持ちを考えられるように

教師が感情をこめて読み聞かせをする。 

○自分の息子ががんになったときの、悲しくつら

い気持ちを考えさせる。 
 
 
 
 
〇息子ががんになったときと、自分ががんになっ

たときの違いを考える。 
〇不安と、生きる希望の葛藤を感じられるように

する。 
 
 
〇がん患者だからといって、完治して活躍してい

る方のことを考えることで、がんへの正しい理解

につなげる。 
○いのちを輝かせて生きることに着目させる。 

３．自分との関わりでテーマについて考える。 
〇命の大切さを感じたことはあるだろうか。

それはどんなことだろう。 
・私たち自身が１日１日大切に生きる。 
・自分やほかの人の命を大切にする。 
・当たり前に生きていることに感謝する。 
 

〇ワークシートを配付し、個人で考えを書く。そ

の後、小グループで意見を交換し、全体で話合う。 

 

◆がんに負けずにかつやくされているＡさんの

話を通して、今ある命を大切にして精一杯生きよ

うとする心情を考えることができたか。（記述や

発言） 

ま

と

め 
５ 
分 

４．教師による説話を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇しっとりした雰囲気を大切にしながら、以下の

観点を盛り込むなど、教師自身の体験談を語る。 
（観点） 
・今、がんは治る病気であること。 
・がんを早く発見することができれば、治る可能

性は高くなること。 
・万が一自分がかかっても、周りの親しい人がか

かっても、希望をもって前向きに考えていくこ

と。 

 

テーマ：がんになったことのある人の話から、生命について考えよう。 



１．題材名「がんと健康」（中学校・保健体育） 
２．目標 
 ・がんについて、関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むとともに、自らの健康的な生活を実践

しようとする態度を身に付けることができるようにする。 
 ・がんについて、知識を活用した学習活動により、課題の解決を目指すための、思考力、判断力、 

表現力を身に付けることができるようにする。 
 ・がんの疾病概念や予防等について、正しい基礎知識を身に付けることができるようにする。 
３．内容及び指導方針 
(1)教材の位置づけ 
 １ がんとはどのような病気でしょうか？ 
  ・１－(１)がんとは（ｐ２） 
  ・１－(２)がんの主な要因（ｐ２） 
 ２ 我が国におけるがんの現状 
  ・２－(１)がんは最も大きな健康問題（ｐ３） 
 ３ がんの経過と様々ながんの種類 
  ・３－(１)がんの経過（ｐ４） 
 ４ がんの予防 
  ・４－(１)がんの原因は一つではない（ｐ６） 
  ・４－(２)望ましい生活習慣（ｐ６） 
  ・４－(３)感染対策（ｐ７） 
 ５ がんの早期発見とがん検診 
  ・５－(１)がん検診による早期発見の重要性（ｐ８） 
 ６ がんの治療法 
  ・６－(１)がんの治療の三つの柱（ｐ１０） 
(2)指導方針 
 日本人の死因として最も多いがんについて学ぶことは、中学校の内容である「個人生活における健

康」を理解する上で重要である。第３学年の疾病の予防の内容において、がんを取り上げ、その要因、

経過等の疾病概念、予防、検診、治療法に関する学習を通じて、生徒一人一人が、個人生活における

健康に関する事柄に関心をもち、それらを科学的に理解し、適切な態度を身に付けて、行動をとるこ

とができるように指導する。そして、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や

能力を育成する。 
 
４．評価規準 
(1)単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 
・がんについて、学習内容に関心

をもち、課題の解決に向けた話し

合いや意見交換などの学習活動

に意欲的に取り組もうとしてい

る。 

・がんについて、資料等で調べた

ことを基に、課題を見つけたり、

整理したりするなどして、それら

を説明している。 

・がんの疾病概念や予防について

理解したことを言ったり、書き出

したりしている。 



(2)単元の指導と評価の計画     （※a：関心・意欲・態度 b：思考・判断 c：知識・理解） 
時 学習内容 学習活動 ねらい a b c 評価規準 評価方法 
1 がんとがん

の予防 
①がんの原因には

どのようなものが

あるか考える。 
 
 
②がんを予防する

ために今の自分に

できることを発表

する。 

がんの特性や

原因、予防につ

いての理解を

深め、自ら健康

的な生活を実

践しようとす

る意欲をもた

せる。 

◎  
 
 
 
 

 
 
 
 
◎ 

①がんの原因につ

いて教材を基に意

欲的に調べようと

している。 
②がんの予防につ

いて、学習した知

識を、ノートに書

いたり発表したり

している。 

観察 
 
 
 
観察 
成果物 

2 がん検診と 
がんの治療 

③がんの早期発見

と検診についての

課題を、資料から

読み取り判断し、

発表する。 
 
④がんについて学

習したことを振り

返り、身に付けた

知識を基にまとめ

る。 

がんの早期発

見の重要性に

ついて知ると

ともに、検診お

よび治療につ

いての理解を

深め、自らの健

康生活の実践

に生かせるよ

うにする。 

 ◎ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 

③資料から課題を

見つけたり、判断

したり、考えまと

めたりして、 
説明している。 
 
④がんの予防、検

診、治療について

理解したことを発

表したり書き出し

たりしている。 

観察 
 
 
 
 
 
観察 
成果物 

 
５．展開例 
（第１時／２時間） 
時

間 
主な学習内容・学習活動 教材 指導上の留意点 

は

じ

め 
10 
分 

１．本時の学習内容を確認する。 
 ・「がん」が、日本人の死因の第１位で

あることを確認する。 
 ・どのような「がん」があるか、知って

いるものを発表する。 
 
 
２．がんとはどのような病気でしょうか？ 
 
 
〈予想される回答〉 
 ・恐い、治らない、等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○授業の始めに、身近な人をがんで亡くした

り身近にがん患者がいたりする生徒に対

する配慮として「授業中に話を聞くのが辛

くなったら、遠慮なく退室してよい。」と

声をかける。その際、養護教諭等と連携を

とり、スムーズに対応できるようにする。 
 
 
 
 
○事前にアンケートを実施し、生徒の実態を

把握することもできる。 
○生徒数名に発言させる。生徒の発言に対し

がんについてどのようなイメージをもっていますか。 



 て、ここでは解説等は加えない。 
な

か 
35
分 

(１)がんとは 
 がんの仕組みについて理解する。 
 
(２)がんの主な要因 
 
 
 ○教材を基に、がんの原因についてグル

ープごとに話し合って、まとめる。 
〈予想される回答〉 
 ・たばこ、お酒、食事、運動不足 
 
 
 
 
 
３．がんの経過とさまざまながんの種類 
(１)がんの経過 
 がんはどのように進行するのか、がん細

胞が進行がんになるまでの経過について

理解する。 
 
４．我が国におけるがんの現状 
(１)がんは最も大きな健康課題 
 がんは日本人の死因の第１位であるこ

と、日本人の２人に１人がかかり、３人

に１人が亡くなっていることを知る。 
 
５．がんの予防 
(１)がんの原因は一つではない 
 がんの原因について理解する。 
 
 
(２)望ましい生活習慣 
 下記の５つの生活習慣を実践するとで、

がんになるリスクが低くなることを理

解する。 
 ①たばこを吸わない 
 ②飲酒をしない 
 ③バランスの良い食事をとる 

１-(１) 
ｐ２ 

(図 1) 
 
 
 

１-(２) 
ｐ２ 

(図２) 
 
 
 
 
 
 

３-(１) 
ｐ４ 

(図１) 
 
 
 

２-(１) 
ｐ３ 

(図 1) 
 
 
 

４-(１) 
ｐ６ 

 
 
 

４-(２) 
ｐ６ 

(図 1) 
 
 
 
 

○「がん細胞」のできかた、健康な人でも「が

ん細胞」が毎日多数発生していること。免

疫機能が「がん細胞」を死滅させている点

を理解させる。 
 
 
○調べてまとめたものを掲示して、全体で共

有する。 
○これまで知らなかった原因について色分

けさせ、強調する。 
◆関心・意欲・態度 
 がんの原因について教材を基に意欲的に

調べようとしている。 
（観察・グループワーク） 

 
○図１を用いてがんの進行について説明す

る。進行がんとなると、命を失うこともあ

るので、早期がんの期間に発見することが

重要であることを理解させる。 
 
 
○図１を参照し、がんにかかる人が増え続け

ていることを補足する。 
 
 
 
 
○がんにかかる原因は様々であることにつ

いて資料を用いて説明するとともに、次に

学習する健康的な生活習慣を実践しよう

とする意欲を持たせる。 
 
○①～⑤の生活習慣が、がんになるリスクと

どのように関係しているのか、資料の内容

を用いて具体的に説明する。 
 
 
 
 

がんの原因にはどのようなものがあると思いますか、調べてみよう。 



 ④積極的に身体活動をする 
 ⑤適正体重を維持する 
(３)感染対策 
 胃がんや肝がん、子宮頸がんのように、

ウイルスや細菌等の感染が原因で発生

するがんがあることを知る。 

 
 

４-(３) 
ｐ７ 

 
 
○感染検査を受けることが望ましいことを

説明する。 

ま

と

め 
５

分 

 
 
○がんを予防するために、今の自分にでき

ること、大人になってからできることをノ

ートにまとめる。 
〈予想される回答〉 
 ・たばこを吸わない、お酒を飲みすぎな

い、野菜を食べる、運動する 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○考えたことをノートに書かせ、生徒数名に

発表させる。 
◆知識・理解 
 がんの予防について、学習した知識をもと

に、自らの考えをノートに書いたり発表し

たりしようとしている。 
 （観察、ノート） 
○がん予防のために必要な事を振り返ると

ともに、自ら健康的な生活を実践しようと

する意欲をもたせる。 
 
（第２時／２時間） 
時

間 
主な学習内容・学習活動 教材 指導上の留意点 

は

じ

め 
５

分 

１．前時の学習内容について振り返る。 
 
 
２．本時の学習内容を確認する。 
 
 

 ○第１時と同様に、身近な人をがんで亡くし

ている生徒や、身近にがん患者がいる生徒

に対する配慮をしながら授業を進める。 
○本時の学習内容について、がん経験者が直

った例などを挙げ、検診と治療がポイント

になることを伝える。 
な

か

35
分 
 

３．がんの早期発見とがん検診 
 
 
 ①受けている 
 ②受けていない 
 ③知らない 
 
 
 ○図１、２およびｐ４の図１を見て、が

んにならないためにはどのようにし

たらよいか、気をつける点について、

グループごとに話し合ってまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

ｐ８ 
(図 1) 
(図 2) 
ｐ４ 

 
 
 
○そう考えた理由などを発言させ、検診の意

義について考えさせる。 
 
 
 
◆思考・判断 
 がんの早期発見の重要性と早期発見のた

めのがん検診について、資料から課題を見

つけたり、判断したり、考えまとめたりし

がんを予防するために、今の自分にできること、大人になってからできることを考えよう。 

図１、図２およびｐ４図１を見て、わたしたちが気をつけるべき点を、話し合ってみよう。 

あなたの家の人は、がん検診を受けていますか。 



〈予想される回答〉 
 ・早く見つけた方がよい、検査を受けた

ほうがよい、早く見つけたら治りやす

い、大人になったらがん検診を受けた

方がよい 
 
(１)がん検診による早期発見の重要性 
 がんは、進行すればするほど治癒率が低

くなるので、早期に発見するために定期

的にがん検診を受ける必要があること

を知る。 
 我が国で行われている、がん検診につい

て知る。 
 
 
４．がんの治療法 
 
 
〈予想される回答〉 
 ・手術する、抗がん剤、髪の毛が抜ける 
 
(１)がんの治療の三つの柱 
 がんの治療には下記の３つと緩和ケア

があることを知る。 
 ①手術治療 
 ②放射線治療 
 ③薬物治療 
 
 
 
 
 
〈予想される回答〉 
 ・検査を受けないから、最初は自覚症状

がないから、病院に行かないから、高

齢化しているから 

(図１) 
 
 
 
 
 

５-(１) 
ｐ８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６-(１) 
ｐ１０ 
(図 1) 

て、説明している。 
 （観察・グループワーク） 
 
 
 
 
○図１を参照し、早期発見が大切であること

を理解させる。また、がんは、症状がない

まま進行する病気であるので、症状がなく

ても定期的に検診を受ける必要があるこ

とを理解させる。 
○図２を参照し、国が推奨しているがん検診

について理解させるとともに、生徒が該当

年齢になったら、がん検診を受けようとい

う意識をもたせる。 
 
 
 
○生徒数名に発言させる。 
 
 
○①～③の治療法がどのようなものである

か、図１および資料を用いて説明する。 
○がんの治療は、３つの治療法を、単独、あ

るいは組み合わせで行うことを理解させ

る。 
○ｐ１２の緩和ケアについても触れ、患者や

家族の「体と心の痛み」を和らげる支援を

していることを説明する。 
 
 
 
○生徒数名に発言させる。 
○これまでの知識を活用して考えられるよ

うに指導する。 
 

ま

と

め

10

５．がんについて学習したことを振り返

る。 
 
 

  
 
 
 

がんの治療について知っていることを挙げてみよう。 

これだけ治療法が確立しているのに、なぜ多くの日本人ががんになり、死亡しているのか考え

てみよう。 

これまで学習したことを基に、今の自分にできること、大人になってできることを考えよう。 



分  ○がんについて学習したことを振り返

りながら、がんを予防するためにでき

ること（検診も含めて）を今できるこ

とと大人になってできることに分け、

ワークシートにまとめる。 
 
 
 

○ワークシートを活用し、これまでに学んだ

点について振り返り、知識を習得すること

ができたか確認をする。 
◆知識・理解 
 がんの予防、検診、治療について理解した

ことを発言したり、書き出したりしてい

る。 
 （観察・ワークシート） 

 



１．題材名「９ がん患者への理解と共生」（中学校・特別活動） 
２．題材について 

(1) 題材設定の理由 
本題材では、がん患者への理解を深めるとともに、がん患者との共生を図ることができる生徒の育

成を目ざしている。特に本時では、がん患者の手記を教材として用いることで、がん患者やその家族

に対する理解、そして周囲から支え共生することの大切さに気付くよう心掛けた。そして終末では、

学級における話合い活動を踏まえて自らの行動を意思決定し、表明する機会を設定する。 
(2)報告書の内容の位置づけ 
ケ がん患者への理解と共生 
がん患者は増加しているが、生存率も高まり、治る人、社会に復帰する人、病気を抱えながらも

自分らしく生きる人が増えてきている。そのような人たちが、社会生活を行っていく中で、がん患

者への偏見をなくし、お互いに支え合い、共に暮らしていくことが大切である。 
３．指導のねらい 
・がん患者にかかわる諸問題に関心をもち、互いに支え合おうとすることができるようにする。 
・社会の一員としての自覚と責任を認識し、がん患者に対する画一的な見方をなくすことができるよ

う、また、がん患者と共生することができるようにする。 

・がん患者の悩みに気付き、望ましいかかわり方について理解することができるようにする。 
４．展開例 
時

間 
学習活動 指導上の留意点(♦評価) 

導

入

5
分 

1. 親のがんが、その子供の生活に及ぼす影響

について予想する。 
〈予想される反応〉 

・治療費などがかさみ、経済的な面で苦しく

なるのではないだろうか。 
・親の看病で、精神的にも肉体的にも大変に

なるのではないだろうか。 
・子どもが親を支えるのは難しいのではない

だろうか。 
 
 
 
 
 

○身近な人をがんで亡くした生徒がいる場合、

様子を観察するなど、十分配慮する。 
 
○資料 P.14（1）を参照する。 
・がん患者の子供の総数は約 8 万 7 千人に上る。 
・がんを患うと様々な生活上の支障が出る。 
◆【関心・意欲・態度】 

がん患者に関する諸問題に関心をもつことが

できる。（発言） 

○がん患者やその家族を支えることの大切さの

上に立ち、望ましい関わり方について考える

ことを確認する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
2. がん患者やその家族が望む接し方につい

て、各自で予想し、小グループで話合う。 

〈予想される反応〉 

 
 
 
○グループを形成し、話合い活動に取り組むよ

う指示する。 
 

目標：がん患者やその家族との望ましい関わり方について考えよう。 

発問：がん患者やその家族は、周りの人たちに対してどのように接してほしいと望んで

いると思いますか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展

開

40
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・がんのことについては、一切触れないでほ

しいと思っているのではないだろうか。 
・常に気に掛けてほしいと感じているのでは

ないだろうか。 

○小グループで話合われた内容を発表するよう

促す。 
 
 

3.「患者手記」を読み、がん患者やその家族

が望んでいるかかわり方を理解する。 

〈予想される反応〉 

・何でもない話をして、一緒に笑って、共に

過ごすことが大切なのだと感じた。 
・ふだん通りの対応をすることが望ましいこ

とであると気付いた。 

○資料 P.14（2）の「患者手記」を提示する。 
 
 
○「患者手記」を読んだ感想を数名の生徒に発

表するよう促す。 

 
 
 
4.資料を読み、教師の発問を受け、自らの考

えを発表する。 
〈予想される反応〉 

・なぜそのような思いに至ったのだろうか。 
・がんはとてもつらいことで大変なのではな

いのだろうか。 

 

 

 

○資料 P.15の前半部を提示する。 
 
 
○数名の生徒に発表するよう促す。 

5.なぜ、「がんになって悪いことばかりではな

かった」と言えたのかを考える。 
〈予想される反応〉 

・前向きな気持ちになれる出来事があったか

らではないか。 
・周りが励ましてくれたからではないか。 

 
 
 
○数名の生徒に発表するよう促す。 

6.資料の続きを読み、がん患者の思いに共感

する。 
〈予想される反応〉 

・がん患者が周囲から愛され、大切にされて

いると実感できるよう配慮することが必

要なのだ。 
・がん患者と周囲の人が、互いに愛し、大切

に思っていることが根幹となっているよ

うだ。 
・がん患者に対し、家族や友人は実際にどの

ように振る舞えばよいのだろうか。 

○資料 P.15の後半部を提示し説明する。 

 

 

◆【知識・理解】 

互いに支え合いともに暮らしていくことの大

切さを理解することができる。（発言） 

 

 

 

○もし、実際に家族や友人ががん患者になった

際、どのようなかかわり方をすることが望ま

しいかを想起するよう促す。 

発問：「がんになって悪いことばかりではなかった」という言葉を聞いて、あなたはどの

ようなことを考えましたか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
7.小グループを構成し、各々の意見を交し合

った後、学級全体で共有する。 
〈予想される反応〉 

・がん患者とのコミュニケーションを丁寧に

とり、相手の思いや考えを理解した上で対

応する。 
・かえってがん患者が気をつかわぬよう、ふ

だん通りの振る舞いを心がけるようにす

る。 

 
 
 
 
 
 
○多様な意見を聞くことができるよう配慮す

る。 
○出てきた意見を整理しつつ、自分の身の回り

のがん患者をはじめ様々ながん患者との関わ

りについても想起することができるよう促

す。 

ま

と

め

5
分 

8.学級での話合い活動を踏まえ、7.について

改めて考え、具体的に自分が行うことを、

自己決定する。 
〈予想される反応〉 

・家族や友人の考えを丁寧に聞き、相手の思

いに即した振る舞いをする。 

・家族や友人のことを察し、出来る限りの心

身の支援を行う。 

○自己決定したことを学級活動カードへの記入

を促す。 
 
 
◆【思考・判断・実践】 

 がん患者を支える家族や友人として、自分の

行動を選択し、自己決定している。（記述） 

9.教師の話を聞く。 ○小グループや学級全体での話合い活動自体

が、社会において互いを支え合う基盤となっ

ていることを示唆する。 
○がん患者の思いは、時と場合によって変化す

ることもあるので、そのことについても受け

止めておくことが必要であることを伝える。 
 

発問：もし、がん患者を支える家族や友人の立場になったら、どのようにかかわること

が望ましいか考えよう。 



１．題材名「がんと健康」（高等学校・保健体育） 
 
２．目標 
   ・「がん」について、関心をもち、学習活動にすすんで取り組もうとすることができるようにする。 
   ・「がん」について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総合的に考え、

判断し、それらを表すことができるようにする。 
   ・「がん」について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活や社会のかかわりを理解

することができるようにする。 
 
３．内容及び指導方針 
(1)教材の位置づけ 

本主題は、１～８を発展させた内容である。 
「がん」の基礎的な内容を理解するだけでなく、一次予防（生活習慣の改善等）、二次予防（が

ん検診等）、三次予防（治療や緩和ケア等）といった段階に応じた個人の取組に役立てるための理

解も必要である。また、健康と命の大切さやライフステージごとのがんに関する課題に対して、適

切な思考・判断を行い、自らの健康管理や健康的な生活行動の選択ができるようにすることも視野

に入れて教材を考えることが重要である。 
(2)指導方針 
   小学校及び中学校での学習を踏まえて「がん」について正しく理解することを通して、自我の確立

とともに個人にかかわる事柄のみでなく社会的な事象に対する興味･関心が広がり、自ら考え判断す

る能力なども身に付きつつあるという発達の段階を考慮する。その上で、個人生活や社会生活におけ

る「がん」に関する事柄に興味・関心を持ち、健康と命の大切さについて主体的に考えるとともに、

科学的に思考・判断し、総合的にとらえることができるようにする。 
 
４．評価規準 

ア 単元の評価規準 
関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

・がんについて、課題の解決に

向けての話合いや意見交換な

どの学習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

・がんについて、資料等で調べたこ

とを基に、課題を見付けたり、整理

したりするなどして、まとめた考え

を説明している。 

・がんについて正しく理解することができるように

すること、健康と命の大切さにについて主体的にか

んがえることができるようにすることについて、理

解したことを発言したり、記述したりしている。 
イ 単元の指導と評価の計画                ※ a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断 ｃ：知識・理解 

時 学習内容 学習活動 ねらい a b c 評価規準 評価
方法 

                
１ 

 
 
 
がんの種類

と特徴につ

いて  

○がんの種類と特徴

について資料等で調

べる。 
調べ学習 
○がんの予防につい

て、資料等で調べたこ

とを基に課題を見付

けたり整理したりし

て発表する。 
 
 
 
 

○がんには様々な種

類があり、それぞれの

がんの特徴を知るこ

とは、がんの予防を考

える上で重要である

ことを理解できるよ

うにする。 
 

 ◎     
 
 
 
◎ 

①「がん」の特徴について、資

料からデータを読み取って分

析し、筋道を立てて説明してい

る。（思考・判断） 
①「がん」の予防について正し

く理解するとともに、健康と命

の大切さについて理解したこ

とを発言したり、書き出したり

している。（知識・理解） 

観察 
成果

物 
 
 
 
観察 
成果

物 



２ 

 
 
 
がんと共生

する社会づ

くり 

○がん検診について、

課題の解決に向けて

の話合いや意見交換

などの学習活動に意

欲的に取り組もうと

している。 
ディスカッション 

○がんと共生する社

会づくりについて、発

表を聴き、ワークシート

にまとめ、理解する。 

○がんと共生する社

会づくりに必要なこ

とを、理解できるよう

にする。 

◎  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◎ 

②がん検診についての知識を

身に付け、課題解決に向けての

話合いなどの学習活動に意欲

的に取り組むことができるよ

うにする。 
（関心・意欲・態度） 

①がんと共生する社会づくり

に必要なことについて、理解し

たことを発言したり記述した

りしている。 
（知識・理解） 

観察 
 
 
 
 
 
 
観察

成果

物 

 
５．展開例 
（２時間扱いの１時間目） 
 主な学習内容・学習活動 教材 指導上の留意点(教材の明記) 
は

じ

め 
10 
分 

１．本時の学習内容を確認する。 
・「がん」は、日本人の死因の第一位で

あること、「がん」には、様々な種類

があることを確認する。 
 
 
 
 
・「がん」の種類を、挙手で発表する。 

 〈予想される回答〉 

・肺、胃、食道、大腸、等 

 

Ｐ３ 
図１ 
表１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ４ 
 

○本時の学習内容へ興味・関心をもたせる。 
○図１、表１を提示する。 
○日本人の２人に１人は、一生のうちに何らか

の「がん」にかかると推定されていることを

確認する。 
 
 
 
○黒板に、人体イラストを掲示する。 
○思いつくままに発表してよいことを伝える。 
○発表された種類を、○で囲む。 
○「がん」は、発生する臓器等から名称が決め

られているが、白血病など「がん」という名

称が用いられていない「がん」もあることを

補足する。 
 
 
な

か 
35 
分 

 
 
 
２．提示された資料をもとに、それぞれ

の「がん」の特徴について、ワーク

シートにまとめる。 
・資料から読み取ったことを個人ワー

クシートに記入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、発表する。 
〈予想される回答〉 

  ・乳がんの罹患数と比較すると、死

亡数が低下しているのは、自己チ

ェックで早期発見しやすいから。 

 
 
 
Ｐ５ 
表１ 
表２ 
図２ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○資料（表１、２、図２）を提示する。 
○罹患数と死亡数の関係に着目し、それぞれの

「がん」の特徴を参考に考察することを伝え、

難しい生徒には、着目する資料を指し示しな

がら、特徴に気付くよう助言する。 
○「がん」の特徴について、それぞれの資料か

ら読み取ったことを比較したり、関連付けた

りするなどして、分析した結果を説明するよ

う伝える。 
 
 

発問：日本人の死亡原因の第１位である「がん」には様々な種類があります。「がん」 
にはどのようなものがあるか、思いつくものをあげてみよう。 

発問：主な「がん」の特徴と、罹患数・死亡数の関係から、それぞれの「がん」の特徴につい 
て、話し合おう。 



  ・膵臓がんは罹患数と比較すると死

亡数が高いので、膵臓がんは、治

りにくい。  

  ・罹患数、死亡数ともに上位を占め

るのは、生活習慣が原因で発症す

る肺がん、大腸がんである。 等 

・他のグループの発表等を聞いて、気

付いたことをワークシートにまとめ 
 る。 

 
 
３.「がん」を減らす方策について、様々

な視点から、グループごとに話し合っ

て、ワークシートにまとめる。 
 ・個人ワークシートに考えたことを記

入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、意見を発表する。 
〈予想される回答〉 

（健康的な生活） 

 ・禁煙、節酒、運動、食生活、適正

体重、睡眠、休養 等 

（検診） 

・簡単で正確な検診制度 

（医療環境） 

 ・「がん」を治す薬の開発 

・「がん」にならない薬の開発 等 

 ・様々な健康情報が氾濫する中、正し

い情報を選択していく力を身につけ

ていくことが必要であることを確認

する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ６ 
 
 
 
 
 
Ｐ６ 
図１ 
 
Ｐ７ 
 
 
 
 
 
 
 

◆思考・判断 
 「がん」の特徴について、資料からデータを

読み取って分析し、筋道を立てて説明してい

る。（観察・ワークシート） 
 
 
○多くの「がん」は早期に発見すれば約９割が

治ることを押さえる。 
 
 
 
 
 
 
○「がん」の原因は、生活習慣だけでなく、細

菌ウイルス感染などがあり、特に日本では原因

の上位に位置付いていることを補足する。 
 
 
 
○５つの健康習慣について確認する。（一次予

防） 

 

○がんの感染対策は地域の保健所や医療機関で

行われていることを説明する。（二次予防） 

 

○現在及び将来に直面する「がん」に関する課

題に対して、自らの健康管理や健康的な生活

行動をとるために、適切な思考・判断を行い、

正しい情報を選択していくことが必要である

ことを説明する。 
ま

と

め 
５

分 

４.本時の振り返りをワークシートにま

とめる。 
 
 
 
 
 
・次時の学習内容を確認する 

 ○ワークシートに記入することにより、本時の

学習内容を確認するよう促す。 
◆知識･理解 
 「がん」の予防や健康と命の大切さについて

理解したことを発言したり、書き出したりし

ている。（ワークシートの記述） 
○机間指導しながら、まとめができない生徒へ

助言し、支援する。 
 

発問： 「がん」を減らす方策について、様々な視点から考えてみよう。 



（２時間扱いの２時間目） 
 主な学習内容・学習活動  指導上の留意点(教材の明記) 
は

じ

め 
10 
分 

１．本時の学習内容を確認する。 
・前時の振り返り：早期発見で約９割

の「がん」は治るため、がん検診が

推奨されていること。 
 
 
 
・「知らせて欲しい人」と「知らせて欲

しくない人」のそれぞれの立場につ

いて、グループで話し合う。 
・話し合ったことを、発表する。 

 〈予想される回答〉 

 （知らせて欲しい） 

  ・自分の寿命を知り、やりたいこと

をやりつくしたいから 

・スーパードクターに手術してもら

い、早く治したいから 

 （知らせて欲しくない）・怖いから   

（その他）・早期ならＯＫだけど  等 

Ｐ８ 
 
 
 
 
 
 
Ｐ８ 
図１ 

○本時の学習内容へ興味・関心をもたせる。 
 
 
 
 
 
 
○それぞれの立場になって、考えることを伝え

る。 
○多くの「がん」は早期に発見すれば約９割が

治ること、国は５つのがん検診を推奨してい

ることを補足する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

か 
35 
分 

 
 
２．提示された資料をもとに、「がん」検

診の受診率を高める方策について、

ワークシートにまとめる。 
・個人ワークシートに考えたことを記

入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、発表する。 
〈予想される回答〉 

・検診を受けたら、税金を安くする。 

・定期検診の項目に加える 

・正しい情報（検診の有効性）を発

信する 

・「がん」は怖い、助からないという

意識を無くしていくことが大切な

のではないか 

・様々な治療法があるので、早けれ

ば早いほど、医師と相談しながら、

 
 
Ｐ９ 
図３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○図３を提示する。 
○国のがん検診の取組と「がん」検診を受けな

い理由に着目し、「がん」検診の受診率を向上

させる方策を考察することを伝える。 
 
◆関心・意欲・態度 
 ・がん検診についての課題の解決に向けての

話合いや意見交換などの学習活動に意欲的に

取り組もうとしている。 
 （観察・ワークシート） 
 
 
 
 
 
 
 

発問： もし、あなた自身が「がん」と診断されたとしたら、そのことを、知らせて欲しいと 
思いますか。 

発問： 「がん」検診の受診率を高めるためには、どうしたらよいと思いますか。 



治療法を選択しやすい  等 

・他のグループの発表等を聞いて、気

付いたことをワークシートにまとめ

る。 
 
 
３.あなたが「がん」の治療方針を決定す

る際に、重視したいことについて、様々

な視点から、ワークシートにまとめる。 
・個人ワークシートに考えたことを記

入する。 
・個人ワークシートを持ち寄って、グ

ループで話し合い、発表する。 
〈予想される回答〉 

 （治療） 

・副作用が少なく、痛くない治療 

・外見が変わらないような治療（頭

髪、手術跡、乳房温存 等） 

・治療費や治療の不安を相談できる 

（家庭環境） 

  ・家族と普段通りの生活がしたい 

  ・家族を残していくことへの不安を

解消したい（金銭面 等） 

（職場環境） 

  ・働き続けたい 等 

 ・がんの種類や病状だけでなく、今後

の生活や生き方を踏まえて、自分ら

しく生きられるようにするために、

がん治療を選択することが必要であ

ることを知る。 

Ｐ10 
図１ 
 
 
 
 
Ｐ10 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ13 

○図１を提示する。 
○がん治療には三つの柱があり、医師と相談し、

自分で治療法を選択するという意識を持つこ

とが大切であることを説明する。 
 
 
○インフォームド・カンセントやセカンド・オ

ピニオンの意義について考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
○病気に伴う体と心の痛みを和らげるための支

援として「緩和ケア」があることを説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○がんの種類や病状だけでなく、今後の生活や

生き方を踏まえて、自分らしく生きられるよ

うにするために、適切な思考・判断を行い、

がん治療を選択することが大切であることを

説明する。 
ま

と

め 
５

分 

４.本時の振り返りをワークシートにま

とめる。 
 
 
 
 
 
 
 

 ○ワークシートに記入することにより、本時の

学習内容を確認するよう促す。 
◆知識･理解 
 「がん」と共に生きる社会、健康と命の大切

さについて、理解したことを発言したり、書

き出したりしている。 
 （ワークシートの記述） 
○机間指導しながら、まとめができない生徒へ

助言し、支援する。 
 

発問： あなたが「がん」の治療方針を決定するとしたら、何を重視しますか。 



１．題材名「９ がん患者への理解と共生」（高等学校・特別活動） 
２．題材について 

(1) 題材設定の理由 
本題材は，心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成に関わる内容である。日本人の 2 人

に１人ががんになるわが国の状況において，がん患者への理解を深め，共に生きることの大切さ

に気付くことが重要であると考える。 
また，近い将来，社会に出ていく生徒たちにとって，がん患者が働きやすい社会にするために

自分の行動を自己選択・自己決定できる力をつけることが大切であると考え本題材を設定した。 
(2) 報告書の内容の位置づけ 
ケ がん患者への理解と共生 
がん患者は増加しているが，生存率も高まり，治る人，社会に復帰する人，病気を抱えながら

も自分らしく生きる人が増えてきている。そのような人たちが，社会生活を行っていく中で，が

ん患者への偏見をなくし，お互いに支え合い，共に暮らしていくことが大切である。               

３．指導のねらい 
・がんの治療をしながら，日常生活を送る人が増えている。そのようながん患者が，働きやすい社会

になるためには，がん患者への理解を深め，共に支え合うことが大切である。このことについて理

解できるようにする。    
・資料をもとに自分の生き方と関連づけて考え，がん患者が働きやすい社会の実現に向けた自分の行 
動を自己選択・自己決定できるようにする。 

４．展開例 
時

間 学習活動 指導上の留意点(♦評価) 

 
 
導

入 
 
10 
分 

1.働きながらがんの治療をする際にどのよう

な苦労があるか予想する。 
〈予想される反応〉 

・仕事をやめれば生活が苦しくなる。 
・他人事ではない。 
・これは個人の努力や身近な人の支援だけで

は解決できない問題だ。 
 

○最近身近な人を亡くした生徒がいる場合，様子

を観察するなど，十分配慮したい。 
○日本人の 2 人に１人ががんになるわが国の状

況等，基礎的な学習内容について振り返る。 
○がんにかかると，治療のために仕事を休まなけ

ればならない，あるいはやめざるを得ない場合

があることに気付かせる。 
 

 
 
展

開 
 
30 
分 
 
 

 
 
2.がん患者が働きながら治療する際の課題に

ついてグループで話し合う。 
〈予想される反応〉 

・がんになると長く入院しながら治療をする

と思っていたが現実は違う。 

・でも，治療をしながら働き続けるのは大変

そう。 

 
 
○わが国では，がん治療は入院というより，通院

が主体になりつつあるため，がんの治療をしな

がら，以前と同じような生活を送る人が増えて

いることを説明する。 

○がんの治療方法（手術療法・放射線療法・科学

療法）について学習したことを振り返る。 
資料Ｐ10参照 

目標：がん患者を支える社会を築いていくためには，どうしたらよいか考えよう。 

発問：がん患者が働きながら治療する際の課題について資料をもとに考えよう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展

開 
 
30 
分 

〈予想される反応〉 

・68.3％のがん患者が，仕事とがん治療を両

立させるために勤務先から支援を受けるこ

とができていて，予想よりも高い。 
・でも残りの 31.7%の人は支援を受けること

ができなかった。これは問題だと思う。 
・実際「がんの治療や検査のために 2 週間に

一度程度病院に通う必要がある場合，働き

続けられる環境だと思う」と答えた人の割

合は 28.9％しかない。 
・これでは働き続けることはできない。 

・がん患者への理解を深め，暮らしやすい社

会にしていく必要がある。 

○資料Ｐ14（３）から読み取れる課題をグループ

で話し合うよう指示する。 

○100%の人が仕事治療を両立できるように， 

会社の就労支援体制を整えていく必要がある

ことを伝える。 
○周囲の人のがんに対する理解不足が誤解を生

むことに気付かせる。 

◆【知識・理解】 

がんの治療をしながら，日常生活を送る人が増

えていること，また，そのような人たちが，働き

やすい社会にするためには，がん患者への理解を

深め，共に支え合うことが大切であることについ

て理解している。（記述や発言） 
3. 事例を読んで思ったことを発表する。 
〈予想される反応〉 

・堂々と話したこの女性はすごいと思う。 
・だれでもこの女性のように話せるわけでは

ないから，周囲が支えてあげる必要がある。 

○資料Ｐ16〈ある職場でのケース〉を提示し，資

料を読んで思ったことを学習カードに記述す

るように指示する。 

○数名の生徒に発表させる。 
○抗がん剤の副作用について補足説明する。 

 
 
4. がん患者が働きやすい社会を築くために 
できることを考える。 
 
〈予想される反応〉 

・社会に出てからのことだから難しいな。 
・がんについて進んで勉強する。 
・周囲の人にも学んだことを教える。 
・「こんなことを聞いたら悪いかな」などと思

わず，積極的に声をかける。 
・職場のミーティングの際，みんなで支えら

れるような方法を考える。 
・旅行など，がん患者の方でもできることで

あれば積極的に誘う。 

 
 
○ブレインストーミングの仕方を説明する。 
①思いついた意見が積極的に発表されるように， 
意見に対して批判やコメントをしない。  

②他の人のアイディアに便乗するなど他の人の

意見を活用する。  
③時間は２～３分程度とし，その間にグループ内

でできるだけ多くの意見を出す。  
④出された意見は各自が持っている付箋に書い

て模造紙に貼る。  
⑤書き出された意見はグループ内で集め，分類し

小見出しを作るなどして整理する。 
○就職した自分をイメージして考えるようにア

ドバイスする。 
 
ま

と

め 
10 
分 

5. がん患者が働きやすい社会を築くため自 
分に合った方法を決め，発表する。 
【自己決定】 

〈予想される反応〉 

・まずは，自分自身が，がんについてもっと

勉強して分かったことを家族にも伝えてい

きたい。 

○決めたことを発表させる。 
○一人一人の自己決定を認め，称賛して今後への

実践意欲を高める。 
◆【思考・判断・実践】 

がん患者が働きやすい社会を築くための自分

の行動を自己選択・自己決定している。 
（学習カード・発言） 

発問：がん患者が働きやすい社会を築くためにどうしたらよいかグループで考えよう。


